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	主題名
	マナーとルール
	内容項目
	C 規則の尊重

	教材名
	｢マナーからルールへ，そしてマナーへ｣
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	「マナー」と「ルール」の両面から規範の存在意義やそれらを守る意識について考えさせるため。

	ねらい
	「マナー」と「ルール」の違いを考えることを通して，法やきまりの意義を理解し，進んでそれを守ろうとする。
【理解，判断力】ルールをマナーに高めていくためには，自他の権利を尊重しようとする気持ちが大切であることが分かる。
【心情】ルールをマナーに高めることのよさに共感する。
【実践意欲と態度】ルールは，自ら守ろうとすることが重要なことを自覚し，身の回りにあるルールを進んで守っていこうとする。

	学習指導過程
	・マナーとルールの違いについて話し合う。
・「マナーからルールへ，そしてマナーへ」を読み，マナーとルールの違いについて話し合う。
★ルールをマナーに高めていくためには，自ら守ろうとする気持ちが大切であることを理解しているか。
・今日の学習を，自分の言葉でまとめる。
★ルールは自ら守ろうとすることが重要なことを自覚し，身の回りにあるルールを進んで守っていこうとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「マナーからルールへ，そしてマナーへ」を読み，マナーとルールについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・学校や町にあるマナーやルールについて，それらがなぜあるのか，クラスで話し合わせる。
●家庭
・学級で話し合ったことを家族に話し，家族の中のマナーやルールについて話し合わせる。
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